
ユネスコ協会・ウクライナ緊急募金
ご協力のお願い

ロシア軍によるウクライナ侵攻に伴い、これまでに340万人のウクライナの人びとが

周辺諸国に流入し、難民状態にあります。

日本ユネスコ協会連盟は、ウクライナ難民支援を開始しました。

皆さまの温かい募金のご協力をお願いいたします。

ユネスコ協会・ウクライナ緊急募金

・銀行振込 みずほ銀行 恵比寿支店 普通 1128426 シヤ)ニホンユネスコキヨウカイレンメイ
※恐れ入りますが、振込手数料はお振り込み者様にてご負担ください。

・郵便振替 00190-4-84705 加入者名：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟
※振込手数料免除。※通信欄に「ウクライナ」とご記入ください。

・クレジットカードでの募金も可能です。※詳しくはホームページをご覧ください。
【募金受付期間：2022年3月4日～2022年5月31日】 ※状況により、期間を延⾧する可能性があります。
日本ユネスコ協会連盟への募金は、寄付金控除の対象となります。
領収書が必要な方は、日本ユネスコ協会連盟までご連絡ください。

【お問い合わせ先】
日本ユネスコ協会連盟 ウクライナ緊急募金係
TEL  : 03-5424-1121 mail : ukraine@unesco.or.jp
URL：https://www.unesco.or.jp/

ウクライナとルーマニア国境付近の避難所。ウクライナは多数の外国人労働者が世界中から流入している国。ロシア軍のウクライ
ナ侵攻はウクライナ人だけでなくさまざまな国籍の人びとをも抑圧している。写真にうつっているのはウクライナ在住の南アジア
系の人びと。 （写真提供：ルーマニアのシグヌス科学ユネスコ協会）

現地の状況について
（ウクライナ国境に近いルーマニアのスチャバ市で活動するシグヌス科学ユネスコ協会 ダン・ミリチ会⾧より）
「スチャバ市内では、ホテル、学校やスポーツセンター、文化センターなどに人びとが押しかけており、
食べ物や着る物、寝具など、さまざまな物資が必要です。１時間あたり200人もの難民がウクライナか
ら押し寄せてくるなか、日本の皆さんからの支援は非常にありがたいです。ここスチャバでは夜の気温
は零下になり、限られた身の回りのものしか持たない人たちに、必要なものを提供していきます」

・支援内容：ウクライナ難民への宿泊・食糧・生活物資支援
・対象地域：ウクライナ国境沿いエリアおよび避難民流入国（隣接国ルーマニアなど）
・現地支援団体：ウクライナの隣国ルーマニアのルーマニアユネスコ協会センタークラブ連盟、他



ウクライナの国境沿いにあるチェルノフツィ市には、10万人もの避難民が押し寄せています。避難所で難民の方々に第1弾の支援
物資（衣類、下着、靴下、スリッパ、衛生用品、赤ちゃん用のウェットタオル、洗剤、シャンプーなど）を配布しました。

（写真提供：チェルノフツィユネスコ文化センター：ウクライナ）

ルーマニア・スチャバ市には1時間に200人のペースで避難民が押し寄せています。 （写真提供：シグヌス科学ユネスコ協会）

「支援物資のための寄付を送金していただき、ありがとうございました。事態が切迫していて、
難民となってチェルノフツィに来る人が増えているので大変助かります。いただいた資金で、
赤ちゃん用のウェットタオル、スリッパなどを買って届けることができました。私の団体では
いま、事務局を難民の人たちが泊まれるように準備しています。これから作業に取りかかるの
で、十分にお礼を言えなくてすみませんが、日本の皆さまに、心から感謝しています」

ウクライナのチェルノフツィ市で避難民の支援にあたっているチェルノフツィユネスコ文化センターのユーリ・レフチック代表より

2022/3/25更新


